
   
 

令和７年度 三次市立三和中学校 学校評価自己評価表 
◆ 経営理念 ◆ 

 【学校教育目標】  「志高く，未来を拓く」 ～「将来の夢の実現」に挑戦する生徒の育成～ 

【ミッション】  本校は、生徒が「学校が『夢を叶える学力をもった生徒の育成をめざす』、『三和の自然や伝統などの特性を活かした教育を推進する』、『仲間との出会い、体験を通した人間形成をおこなう』場となること」を使命とする。 

なお、学校は「地域を知り、地域と繋がる生徒と教職員」を育成する。この成果から「地域の活性化に貢献し続けること」を存在意義とする。 
 

【ビ ジ ョ ン】 ・学校は、生徒が自己調整力を発揮し、主体的・対話的で深い学びを通して基礎的・基本的な学力を身に付けるように学習環境を創意工夫する。 

・学校は、生徒が「安全・安心」に過ごせる場、自他を大切にして学び合う場になるように、特別支援教育の視点に立った教育環境づくりに努める。 

・学校は、生徒の豊かな表現力と良好な人間関係づくりを体得する場となるよう努める。 

 

 

・学校は、生徒の「将来の夢、自己実現」のため、「知・徳・体」と道徳性を会得する場となるよう努める。 

・学校は、ＣＳの取組を通して小中一貫教育の充実を図り、学校運営協議会と連携して９年間を見通した教育活動を推進し、地域とともにある学校づくりに努める。 

・学校は、保護者・地域から信頼される「開かれた学校づくり」に努める。 

 

◆ 経営目標・評価項目・評価・達成状況 ◆ 
 

中期経営目標 短期経営目標 目標達成のための方策 評価指標 
目標値 
〔％〕 

中 間 最 終  

結果概要と分析 今後の改善方策〈取組〉 評価 
学校関係者評価 
（コメント） 達成率 

達成度 
評価 

達成率 
達成度 
評価 

確
か
な
学
力
の
育
成 

１ 主体的で 
 協働的な授 
業の設定 

 

 
 
 
 
 
 
(1)主体的な 
 学びをすす 
 める授業を 
創る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(2)対話や考 
えを深める 
授業を通し 
て，学力を 
向上させ 
る。 

 

 

 

 

 

 

 

○単元ごとに生徒が主体的な 
学びが実践できる単元構成 
となるように努める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○アクティビティ型授業を実 
施する。授業者はファシリ 
テーションを意識した授業 
を設定する。 

 

 

 
 
 
 
 
○生徒アンケートで 
「授業は、主体的に取 
り組んでいます。」の 
肯定的回答の割合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○全国学力（３年のみ， 
 全国比），実力テスト 
（１～３年、県比），市 
 学力検査（１・２年， 
市比）の平均を上回 
った個人別教科数の 
割合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

８０ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５０ 

 

 
 
 
 
 
 
 

1年 13/14 
2年 11/12 
3年 8/9 
計 32/35 
91.4％ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平均以上 
教科数％ 
全国 66.7% 
実テ 66.0% 

66.3% 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

114.3 
４ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
132.5 
４ 

   
 
 
 
 
 
○どの学年もほとんどの
生徒が肯定的回答をし
ている中，各学年１人ず
つ３人があまり当ては
まらないと回答してい
る。授業には参加してい
るが自ら発言するなど
が十分でなく，受け身な
部分があると考えられ
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○結果の詳細は 
全国学テ  
国語 8/11 数学 6/11 
理科 8/11  
合計 22/33=66.66…% 

第１回実力テスト 
国語 8/10 社会 7/10   
数学 5/10 理科 8/10 
英語 5/10 
計 33/50=66％， 
合計 55/83=66.3％ 

 
 
 
 
 
○授業内で全員が自分の考 
 えを他者に向けて発表し 

たり，何かにまとめたり 
できる場面や学習活動の 
設定を行う。また，１時 
間の中で生徒が「できた」 
と実感できる場面やふり 
返りの工夫を行って 
いく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○引き続き、生徒主体の授業 
 展開を意識しながら，論 
理的に自分の言葉で表現 
させる活動を通して，協働 
する力，説明する力を付け 
させる。また，基本的な語 
句の意味の理解や描写を 
読み取る力を帯学習や条 
件作文を作成する学習を 
通して付けさせる。 

 
 
Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ 
 

○どの学年も授業への主体的な取組みに対す 

る肯定的な回答が高くなっており，学力テス 

ト結果も目標値を大きく満たしています。 

○わかる授業の取り組みが生徒にとってより 

学力の向上となる。（予習、復習が習慣づく 

ことが重要） 

学力は全国調査結果のごとく成果が着実に 

伸びている。 

○生徒学習アンケート14，15，16 要注意で 

 は 

 保護者アンケート 7，8，9 保護者は，どう 

 取り組もうとされているのでしょうか。 

○思春期の子どもたちなので勉強に向かう前 

の生活面や人間関係などいろいろある中 

で，肯定的に回答した子が多かったのは継 

続した取り組みの成果だと思いました。 

○これからも一人ひとりの力を伸ばし，主体的 

に学ぶ姿勢を育んでいただきたい。 

○しっかりと結果も合わせて出ていると思い 

ます。 

 

○素晴らしい，よく頑張られています。数学は 

更に高みを目指して下さい。 

○アンケートからも家庭学習の習慣が身に付 

いていない生徒が過半数いることが伺えま 

す。残念ながら地域の教育環境に期待ができ 

ない分，保護者の熱意と積極的な関わりが欠 

かせませんね。 

○生徒同士の授業（わかる子はわからない子 

へ）を深めていくことにより，身に付くこと 

が実感できる。理科はダントツ良い。 

○読み取る力や伝える力はどの分野において 

も重要だと思うので，これからもしっかり取 

り組んでいただきたいと思います。 

○生徒が基礎学力を着実に身に付ける取り組 

みがされており，「できた！」の自信がみん 

な持てるよう期待してます。 

○結果がしっかりと出ています。スゴイと思い 

ます。 



豊
か
な
心
の
育
成 

２ メタ認知 
 能力を身に 
付けた生徒 
の育成 

(3) 道徳の 

 授業を通 

 して，生 

徒の道徳 

性を養う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4) 生徒が 
 主体的に 
 取り組む 
生徒会活 
動を仕組 
む。 

○道徳教育推進教師がリーダ 
ーとなり，各学年の道徳の 
授業を工夫・改善させる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○小・中合同の取り組みや生 
徒会 行事を生徒に主体的 
に取り組ませる。 
 
 
 

○生徒アンケートで 
「道徳では友だちの意 
見を聞くことで新た 
な発見ができた。」の 
肯定的回答の割合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○生徒アンケートで 
「行事に主体的に参加 
することができまし 
た。」の肯定的回答の 
割合 

 

 
 
 
 
 

８０ 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
９０ 
 
 

 
 
 
 
1年 12/14 
2年 11/12 
3年 7/9 
計 30/35 
85.7％ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1年 13/15 
2年 13/13 
3年 9/10 
計 35/38 
92.1％ 

 

 
 
 
 
107.1 
４ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
102.3 
４ 

  

○どの学年もほとんどの 
生徒が肯定的回答をし 
ている。授業内でのペア 
学習や全体交流に多く 
の生徒が素直に取り組 
む姿が見られた。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○多くの生徒が肯定的回 

答をしている。スポーツ 
フェスティバル実行委 
員による取り組みなど 
生徒会執行部以外の生 
徒による主体的な活動 
も取り入れたことが結 
果にも繋がっていると 
考えられる。また，他の 
生徒も参加の際には他 
者と協力し，積極的に取 
り組むことができた。 

○引き続き，各学年や個々の 
 生徒実態に応じて交流活 

動や座席配置を変えるな 
ど，ペア学習や全体交流 
が効果的に行える工夫を 
続ける。また，T２を活用 
した道徳の実施など異な 
る視点からの発問により 
生徒の意見を引き出せる 
よう工夫していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 
○少数だが肯定的回答にな 

っていない生徒に注視 
し，別室登校の生徒など 
も掲示物作成など何らか 
の形で行事へ関わること 
ができるよう配慮する。 
１年生の生徒において 
は，上級生から声掛けや 
サポートを仕組むことで 
行事に積極的に参加でき 
るようにしていく。 

Ａ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 
 

 

 

 

○多感な中学生（子供から大人に向かう時 

期）は，淡い恋ごころも芽生える事もあり 

で，何か変化があれば早くキャッチし対応す 

ることの大切さ（生徒・先生との信頼あ 

り） 

○人間力となっていくと思うので，大切に育て 

て欲しいと思います。 

○Ｔ２を活用する事での生徒の意見の引き出 

し，良いと思います。 

○勉強よりももしかしたら大切と思います。引 

き続きよろしくお願いします。 

 

 

 

○今年のスポーツフェスティバルでは全学年 

によるエイサーの演技の姿に感銘を受けま 

した。 

○生徒会母体がしっかりして主体的に今回，春 

のスポーツフェスティバルにエイサーに取 

り組み，全校一丸となって心身共に大成功で 

した。これからもご指導願います。 

○生徒会執行部以外の生徒にも何らかの関わ 

りを持たせる取り組みはとても評価します。 

○同学年だけでなく，全体交流もされているの 

は小規模校ならではのすばらしい所だと思 

います。 

○友達との協力や，思いやりや感謝の気持ちが 

行事（スポーツフェスティバル）で感じられ 

ました。 

○引き続きよろしくお願いします。 

健
や
か
な
体
の
育
成 

３ 命の尊さ 
 を理解し， 
健康保持・ 
体力増進に 
取り組む生 
徒の育成 

 
 
(5) 命の尊 
 さを学ぶ 
授業を実 
践する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(6) 生徒が 
 自分の生 
活をコン 
トロール 
し，健康 
を保持す 
る。 

 
 
 
 
○生命の尊さと各種保健安全
にかかわる授業を計画的に
実施する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○生徒が主体的に生活リズム 
を見直すことで、充実した 
日常生活にする。 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
○生徒アンケートで 

「命の尊さを理解 
し，自他ともに大切 
にしていく気持ちが 
高まった。」の肯定的 
回答の割合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○各月の全欠生徒０を 
目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
９５ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１００ 

 
 
 
 

1年 13/15 
2年 12/13 
3年 10/10 
計 35/38 
92.1％ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4/4 
100％ 

 
 
 
 

 
 
 
 

97.0 
３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
100 
４ 
 
 
 
 
 
 

 

  

 
 
 
 
○生活リズムに関する指 
導や熱中症対策に学校 
全体で取り組んだ。ま 
た，外部講師を招聘して 
「思春期こころの健康 
講座」を実施し，保健安 
全にかかわる取り組み 
を実施することができ 
た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○４月～７月において，全 
 欠席の生徒はいなかっ 
た。担任や学年会によ 
る，不登校傾向の生徒へ 
の支援が良かったと考 
えられる。 
 
 
 

 
 
 
 
○今後も養護教諭と生徒指 
 導部が中心となって，生徒 
の実態や健康課題を分析 
し，それに応じた保健指導 
や授業を実施していく。ま 
た，必要に応じて保護者と 
の連携や個別の保健指導 
を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○今後も，個に応じた支援 
 を意識し，個に寄り添っ 
 た取り組みを継続する。 

 
 
 
 
 
Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ 
 
 
 
 
 

○「全欠席の生徒がいない」ことに，学校側の 

取り組みを評価したいと思います。 

○命の大切さ（ゲームによって亡くなったのち 

生きること。企業を取り巻く人間社会の問 

題）と同時に，言葉の大切さも必要。自らス 

ポーツに取り組み逞しい体力に!! 

○とても重要なテーマです。目標値に向けて， 

頑張ってください。 

○基本的な生活習慣は生きていく上での基礎 

となるので，保育所でもしっかり取り組んで 

いきたいと思います。 

○体，心の健康を学校と保護者両方の協力がで 

きていると思う。 

○３人の肯定的回答でなかった人が気になり 

ます。もともと高かったのか…命を軽じてい 

るのか？ 

 

 

 

○個に応じた支援の結果と思います。 

○家庭愛和・学校生活・生徒同志のｺﾐｭﾆｹｰｼｮ 

ﾝが素晴らしかったのでしょう。全欠席の生 

徒は０との報告，よかったです。 

○生活習慣づくりや個人へ寄添い，安心して学

校生活を送れてる事に感謝してます。 



信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り 

４ 保護者と 
 地域と教職 
員が信頼関 
係で結ばれ 
た学校 

 
 
(7) 学校生 
活の様子 
が，わか 
る情報発 
信を継続 
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
(8) 信頼さ 
れる教職 
員を育成 
する。 
 

 

 

 
○定期的に学校だよりを保護 
者・地域へ配布する。 
定期的にＨＰを更新する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○教職員主体の不祥事防止研修 
を定期的に実施する。 
 

 

 

 

 
○保護者アンケートで 
「学校は，生徒の状況 
 や学校の取り組みを 
 周知している。」の肯 
定的回答の割合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○教職員の不祥事０を 
目指す。 

 

 

 

 

 
 

８５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１００ 
 

 
 

 
 

1年 8/12 
2年 6/11 
3年 10/10 
計 24/33 
72.7％ 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

4/4 
100％ 
 
 
 

 

 
 
 

 
85.6 
３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
100 
４ 

 
 
 
 
 
 
 

  

 

 
○保護者のニーズと学校 
の取り組みにずれがあ 
るものと考えられる。保 
護者にとって必要な情 
報が伝わっていないと 
感じられているのでは。 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
○年間計画通り月１回の 
不祥事防止研修（交通事 
故の初期対応と措置義 
務違反，体罰禁止，セク 
シュアル・ハラスメン 
ト等防止，個人情報漏 
えい・紛失防止）を職員 
主体で進めることがで 
きた。 

 

 
○学級だよりや学校だより， 
 学校ホームページはもと 
より，普段の様子を電話で 
タイムリーに伝える取り 
組みを行う。 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
○研修を実施することは大 

事なのではあるが，研修 
で終わらないように日々 
不祥事を起こさない意識 
を高めていく。 

 
 
 
 
 

 Ａ 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ 
 
 
 
 
 
 

○定期的な「ホームページ」の更新とともに 
 小中合同での町内全戸への「学校だより」 
の配布の取り組みは，開かれた学校運営姿 
勢として「大変良い」と評価します。 

○学校だより配布により，生徒たちの学校生 
活がよくわかり，何かあったら情報があると 
思う。地域ぐるみで生徒を守る取り組みは 
必要です。 

○情報発信は，充分にされています。 
○不登校など難しい問題が様々にあると思い 
ますが，一人ひとりの子どもたちに向き合 
って取り組まれていると思います。 

○学校からの情報発信が地域にされてて，学 
 校が身近になったと思う。 
○逆に保護者が何を求めているか気になりま 
す。 
 

 
 
○新聞紙上でニュースになるような不祥事は 
絶対あってはなりません。普段から教職とし 
ての自覚と意識を高める職場づくりに努め 
てください。 

○風通しのよい職場と見受けられます。校長先 
生を中心に，心身ともに健康に気をつけてく 
ださい。 

○子どもをとりまく地域の協力も重要だと思 
いました。 

○風通しのよい職場でこれからも信頼される 
三和中学校を応援します。 

＊達成度＝達成率÷目標値×１００     ＊評価 ４：目標を達成した（達成度１００以上） ３：目標をおおむね達成した（達成度７５以上～１００未満） ２：目標をやや下回った（達成度５０以上～７５未満） １：目標を大きく下回った（達成度５０未満）     


